


 

 

 

 

安全に関する警告について 
 

 本機には、印付きの警告ラベルを貼付しています。安全上、特に重要な項目を示しています。

警告を守り、安全な作業を行ってください。 

 

 
            その警告に従わなかった場合、死亡または重傷を負う危険性が 

            高いことを示します。 
            
            その警告に従わなかった場合、死亡または重傷を負う可能性が 

            あることを示します。 
 
            その警告に従わなかった場合、ケガを負うおそれがあることを 

            示します。 
 
 
 

 
 
 － ラベルが損傷した時は － 
   警告ラベルは、使用者および周囲の作業者などへ危険を知らせる大切なものです。 

  ラベルが損傷した時は、すみやかに貼り替えてください。 

   注文の際には、この図に示す 部品番号 をお知らせください。 
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 ここに記載されている注意事項を守らないと、死亡

を含む傷害を生じる恐れがあります。 

 作業前には、作業機およびトラクタの取扱説明書を

よくお読みになり、十分に理解をしてからご使用くだ

さい。 

 

作 業 前 に 
 
 

 
 注意 

 機の取り扱い分からない事があ、取 

  扱説明書を製品に近接して保存していないめ、 

  自分の判断だけ対処すると思わぬ事故を起こ 

  し、ケガをする事があります。 

  取扱説明書は分からない事があにすぐに 

  取り出せるよう、製品に近接して保存してくだ 

  さい。 

 

 
 注意 

 取扱説明書に記載されているの注意事項 

  や取扱要領の不十分な理解のまま作業すると、 

  思わぬ事故を起こす事があります。 

  作業を始めるは、製品に貼付している警告ラ 

  ベル、取扱説明書に記載されているの注 

  意事項、取扱要領を十分に理解してから行て 

  ください。 

 

 
 警告 

 がい、機作に不れななに 

  運転すると、思わぬ事故を起こす事があります。 

  次のは、運転しないください。 
  

□  過労、病気、薬物の影響、その他の理由に 

 より作業に集中きない。 

□  酒を飲んだ。 

□  機作が未熟な人。 

□  妊娠している。 

 

 
 警告 

 作業にさない機を作すると、 

  の一部が機に巻き込まれ、死亡を含む傷害を 

  まねく事があります。 

  次に示す作業してください。 
  

□  袖や裾は、だぶつきのないものを着用する。 

 
□  ズボンや着は、だぶつきのないものを着 

  用する。 

□  ヘルメットを着用する。 

□  はちまき、首巻きタオル、腰タオルなは 

 しない。 

 

 
 警告 

 機を他人にす、取扱説明書に記載されて 

  いるの注意事項や取扱要領が分からない 

  め、思わぬ事故を起こす事があります。 

  取扱い方法をよく説明し、取扱説明書を渡して 

  使用前にはよく読むように指導してください。 

 

 
 注意 

 機のや、指のタッメント 

 部品なを取り付けて運転すると、機の破 

  損や傷害事故をまねく事があります。 

  機のはしないください。 

  タッメントは、指製品を使用してく 

  ださい。部品交換するは、が指するも 

  のを使用してください。 

 

 
 注意 

 始業をると、機の破損や傷害事故をま 

  ねく事があります。 

  作業を始める前には、取扱説明書に基づき 

  を行てください。 

 

 
 警告 

 ンンを始する、トラクタのやッ 

  プに立まま行うと、緊急事態への対処が 

  きず、運転者はもちろん周囲にいる人がケガを 

  する事があります。 

  運転席に座り、周囲のを確認してから行 

  てください。 

 トラクタのンンを始する、 

  ーを「Ｎ」(中立)にして行わないと、機が 

  接続状態になているめ、トラクタが暴走し 

  思わぬ事故を起こす事があります。 

  ーを「Ｎ」(中立)にして行てくだ 

  さい。 

 

 
 警告 

 作業機を着するめにトラクタをさせる 

  、トラクタと作業機の間に人がいると、挟ま 

  れてケガをする事があります。トラクタと作業 

  機の間に人を近づけないください。 

安全操作上の注意点 

取扱説明書は製品に近接して保存を 

取扱説明書をよく読んで作業を 

こんな時は運転しないでください 

服装は作業に適していますか 

機械を他人に貸す時は 

機械の改造禁止 

始業点検の励行 

エンジン始動・発進する時は

作業機を着脱する時は 
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 注意 

 作業機をトラクタに着する、や 

  まは軟弱な行うと、トラクタが不意 

  にき出し、思わぬ事故を起こす事があります。 

  平坦盤のかい所行てください。 

 作業機をトラクタからりす、めをせ 

  ずに行うと、作業機が暴走して思わぬ事故を起 

  こす事があります。 

  りすは、タンドを接させ、作業機の 

  車にめをしてください。 

 着するトラクタによては、前がく 

  なり、縦が不となて、思わぬ事故をま 

  ねく事があります。 

  トラクタへフロントウイトを取り付け、ラ 

  ンを取てください。 

 

 
 注意 

 トラクタに作業機を着してを走行すると、 

  路運送車輌法に違反します。 

  トラクタに作業機を着しての走行はしない 

  ください。 

 

 
 危険 

 走行する、トラクタのールが 

   左右連結されていないと、片ーになり、 

   トラクタが左右に振られ転なが起こり、思 

   わぬ事故をまねく事があります。 

   ほの特殊作業は、ールは左 

   右連結して使用してください。 

 警告 

 トラクタに運転者の人をせると、トラク 

   タから転落しり、運転作の妨げになて、 

   緊急事態への対処がきず、同者はもちろん、 

   周囲の人および運転者自身がケガをする事があ 

   ります。トラクタには、運転者の人はせ 

  ないください。 

 急急を行うと、運転者が振り落とさ 

  れり、周囲の人を巻き込んだり、思わぬ事故 

  を起こす事があります。 

  急急はしないください。 

 急ーを出しすると、 

  転倒あるいは転落事故を起こす事があります。 

  低走行してください。 

 する、により周囲の人を作業機に 

  巻き込みケガをさせる事があります。 

  周囲の人や対向物障害物との間に十分な間隔 

  を保てください。 

 がしていり、がある路路 

  を走行すると転落事故を起こす事があります。 

  路は走行しないください。 

 
 低のきいをりようとすると、 

   トラクタが転倒あるいは転し、ケガをする事 

  があります。 

  あゆみ板を使用してください。 

 作業機のに人をせると、転落し、ケガをす 

  る事があります。 

  作業機のには、人をせないください。 

 ケットを降下させずに走行すると、障害 

  物なにぶつかりケガをする事があります。 

  降下させてしてください。 

 

 

作 業 中 は 
 
 

 
 危険 

 がケットの下にると急に降下し、ケ 

  ガをする事があります。 

  周囲に人を近づけないください。 

 警告 

 作業機のに人をせると、転落し、ケガをす 

  る事があります。 

  ま、物を載せて作業すると、落下し、周囲の 

  人へケガを負わせる事があります。 

  作業機のには、人や物なはのせないくだ 

  さい。 

 を出しすると、暴走事故をまね 

  く事があります。 

  低作業してください。 

  下り作業をする、の途中すると、暴 

  走する原因となります。 

  の前低にして、ゆくりとおりてく 

  ださい。 

 わき運転をすると、周囲の障害物のや周 

  囲の人への危険ながきず、思わぬ事故 

  を起こす事があります。 

  前方や周囲へ、十分に注意を払いながら運転し 

  てください。 

 し運転をすると、思わぬ方向へ暴走し、事 

  故を起こす事があります。 

  しかりとハンドルを握て運転してください。 

 注意 

 やに降すると作業機が転倒しケ 

  ガをする事があります。 

  平坦行てください。 

  は行わないください。 

  降は周囲に人を近づけないください。 

 

 

 
 

移動走行する時は 

作業する時は

公道走行時は作業機の装着禁止 
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 警告 

 トラクタかられる、やなに 

   駐車すると、トラクタが暴走して思わぬ事故を 

  起こす事があります。 

  平坦し所に駐車し、トラクタのン 

  ンをとめ、駐車ーをかけて暴走を防い 

  ください。 

 トラクタかられる、ケットをげまま 

  にしておくと、第三者の不注意により不意に降 

  下し、ケガをする事があります。 

  下限ま降ろしてからトラクタをれてくださ 

  い。 

 

 

作業が終ったら 
 
 
 
 注意 

 ンンをとめずに、付着物の作業なを 

  行うと、トラクタが不意にき出して思わぬ事 

  故を起こす事があります。 

  ンンをとめ、駐車ーをかけて行て 

  ください。 

 ケットをげ状態のまま下すると、 

  不意にケットが降下しケガをする事がありま 

  す。 

  棒枕木等降下防をして行てください。 

 

 
 注意 

 作業のをると、機の不や破損 

  なが置され、次の作業にトラルを起こ 

  しり、ケガをする事があります。 

  作業が終わら、取扱説明書に基づきを 

  行てください。 

 ケットをげてを行う、第三者 

  の不注意により、ケットが不意に降下し、ケ 

  ガをする事があります。 

  棒枕木等降下防をして行てください。 

 

 

 
 
 注意 

 ンンをとめずに作業すると、第三者の不注 

  意により、不意にケットが降し、思わぬ事 

  故を起こす事があります。 

  ンンをとめて行てください。 

 機にが生じ、そのまま置すると、 

  破損やケガをする事があります。 

  取扱説明書に基づき行てください。 

 やまは軟弱な行うと、ト 

  ラクタや作業機が不意にき出して、思わぬ事 

  故を起こす事があります。 

  平坦盤のかい所行てください。 

 ケットをげ状態のまま、下不処置 

  備をすると、不意に降下し、ケガをす 

  る事があります。 

  棒枕木等降下防をして行てください。 

 のやーに、ゆるみや損傷があると、 

  飛び出るオイルあるいは作業機の急な降下 

  、ケガをする事があります。 

  補修もしくは部品交換してください。 

  やーをすは、路の力を 

  無くしてから行てください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

トラクタから離れる時は 

機体を清掃する時は 

終業点検の励行 

不調処置・点検・整備をする時
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２ 適応トラクタの範囲 

 

 本製品は、なトラクタとの着により的確に性

能を発揮きるように設計されています。 

 不なトラクタとの着によては本製品の耐久

性に著しく影響を及ぼしり、トラクタの運転作に

著しい影響を及ぼすことがあります。 

 この製品の応トラクタは次のとおりす。 

 

適応トラクタ  

４４ｋＷ（６０ＰＳ）以上 

 

 

３ トラクタへの装着 

 

１．ドローバへの連結 

 

 
作業機を連結するめにトラクタをさせる 

  、トラクタと作業機の間に人がいると、挟ま 

  れてケガをする事があります。 

 トラクタと作業機の間に人を近づけないくだ 

 さい。 
 
 

 
作業機をトラクタに連結する、や 

 まは軟弱な行うと、トラクタが不意 

 にき出し、思わぬ事故を起こす事があります。 

 平坦盤のかい所行てください。 

連結するトラクタによては、前がく 

 なり、縦が不となて、思わぬ事故をま 

 ねく事があります。 

  トラクタへフロントウイトを取り付け、ラ 

 ンを取てください。 
 
 

 (1) 作業機のタンドハンドルをし、トラクタの 

  けん引ヒッさに作業機のヒッさをわせ 

  てください。 

 (2) トラクタのンンを始し、静かに進させ、 

  トラクタのけん引ヒッおよび作業機のヒッの 

  連結の穴をわせて、トラクタのンンをと 

  め、駐車ーをかけてください。 

 (3) トラクタ付属のヒッピンをし、リンピン 

  な抜けめをしてください。 

 (4) タンドハンドルをし最縮位置まげ、折 

  りんください。 

 

 

 

２．トラクタ外部油圧の取出し 

    作業機のシリンは単１系統プラは 

 １／２オとなています。 

    作業機のプラをトラクタ取出口のプラに 

 接続してください。 

 

 

４ オプション品 

 

１．延長油圧ホース 

  本作業機は直結型ハーベタの作業にする 

 ーが標準す。 

  けん引型ハーベタのワンマン作業を行うは、 

 延長用として３ｍのーを用意していますの 

 ご利用ください。 

 

 部品番号 部 品 名 称 
① 2096-08 ソケット；PT1/2 
② KH0803150AP ユアツホース；1/2×3150 1－4 
③ 1013-08 ホースニップル PF1/2×PT1/2 
 

（1）取付方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  本作業機についているプラオ；１／２をはず 

 し、①ソケット、②ユツー、③ーニップ 

 ルを図のように取り付け、その先にプラオ；１ 

 ／２を取り付けてください。 

 

 
   取付の際には必ずシーループを巻いて取り付 

 けてください。 
 
 

２．延長ヒッチ 

  ヒッの長さが２００㎜長い部品を用意しており 

 ます。 

 

部品番号 部品名称 備 考 
1244781004 ヒッチカン ナット類付 

 

 

 

 

 

  警 告  

  注 意 

  取扱い上の注意 
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 機を子よく長持ちさせるめ、作業前に必ず行

いましょう。 
 

１  運転前の点検 
 

１．トラクタ各部の点検 

 (1) トラクタの取扱説明書に基づきを行てく 

  ださい。 

 (2) トラクタオイル量の 

      本作業機はトラクタ部取出置を利用し 

  て作業を行います。 

      シリンを作させるめに必要なオ 

  イル量は下表のりす。 
 

オイルの量 

１６．０ ℓ 
 
２．連結部の点検 

 （1）ヒッ部の 

   トラクタのけん引ヒッと作業機のヒッはト 

  ラクタ付属のヒッピン連結され、リンピン 

  等抜けめがされているか。 

   不具がつかは、 「1-3 トラクタへの 

   着」に基づき不具を解消してください。 

 (2) 接続の 

    プラがきちんとトラクタプラに接 

  されているか。 
 
３．製品本体の点検 
 (1) 配管部からのオイル漏れがないか確認して 

  ください。 

      不具がつかは「6-1 不処置一覧表」 

  に基づき不具を解消してください。 

 (2) 各部ボルトナットに緩みはないか。 

イールナットな特に要な部分のナットに 

緩みがないかしてください。 

 イールナットが緩んいるは、表に基づ 

き正締付トルクにしてください。 
 

< ホイールナットの締付トルク > 

 

型  式 ＴＨＷ７０１１ 

イールナットサイズ M18×1.5 

 

締付トルク 

300～330Nm 

(3060～3370kgfcm) 

 

 (3) 各部に損傷部品、落部品がないか確認してださい。 

      不具がつかは補修もしくは部品交換 

  してください。 

 (4) 各部の給脂は充分か確認してください。 

   不具がつかは「2-3 給箇所一覧表」 

  に基づき脂を補充してください。 

 (5) タイヤの空気は正か確認してください。 

   不具がつかは表に基づき正空気 

にしてください。 

 
< タイヤの空気圧 > 
   

型    式 ＴＨＷ７０１１ 

タイヤサイズ 550/60-22.5-12ＰＲ 

空  気   270kPa（2.8kgf/㎠） 

 

２  エンジン始動での点検 
 

 

 
がケットの下にると急に降下し、ケ 

 ガをする事があります。 

 周囲に人を近づけないください。 

 

 
やに降すると、作業機が転倒し、 

 ケガをする事があります。 

 平坦行てください。 

 は行わないください。 

 降は周囲に人を近づけないください。 
 
※危険ですので下記状態にてハイダンプ作業は行わないでください。 

 
     傾斜地での使用         風の強いときの使用    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１．油圧系統の点検 

 (1) トラクタンン転を低にしてから部 

  作ーを作し、ケットが転を始める 

  直前まケットをさせてください。 

      この、ウトリガーが降下する事を確認してください。 

    尚、ケットに収穫物を積載していない状態 

  はウトリガーは接しません。 

 (2) 部作ーを作し、シリンが 

  最も伸び状態になるまケットをさせ、 

  作ーを中立位置にしてください。 

      この状態ケットが降下するな系統に 

  不具がつかは「6-1 不処置一覧表」 

  の説明に基づき不具を解消してください。 

 (3) 部作ーを作し、シリンを 

  縮め、ケットを降下させてください。 

２２２２    運転を始める前の点検運転を始める前の点検運転を始める前の点検運転を始める前の点検 

  危 険 

  注 意 
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３  給油箇所一覧表 

 

○ 給塗布するオイルは浄なものを使用してください。 

○ グリーを給脂する、量とは古いグリーが排出され、新しいグリーが出るます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No. 給  油  場  所 箇所 潤滑油の種類 交 換 時 間 給油量 備      考 

１ シ リ ン  先 端 2 グ リ ー  使 用 毎   量 給   脂 

２ シ リ ン  根 本 2 〃 〃 〃 〃 

 ン プ 支  2 〃 〃 〃 〃 

３ 

ンプ支ライド部 2 〃 〃 〃 〃 

４  タ ン ド ２ 〃 〃 〃 〃 

５ シ ャ  ク 2 〃 〃 〃 〃 

６ ヒ ッ   ン 1 〃 〃 〃 〃 

７ ハ  4 〃 〃 〃 〃 

  

 

 

1 2 3 

4 

5 

6 

7 
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 を確認して、慎に作業してください。 

 

１  本製品の使用目的 

 

 本製品は牧草、長稈作物等の収穫物の積み込み及び

降ろしに使用するものす。 

 他の用途には使用しないください。 

 

 

２  最大積載量 

 

１．最大積載量 

最積載量 

７０００㎏ 
 
 

 
 過積載あるいは片積載をすると、作業ある 

  いは、作業機が転倒し、ケガをする事が 

  あります。 

  指され積載量の積載はしないくださ 

  い。 

  ほぼ平坦になるように積載してください。 
 
 

 

３  作業要領 

 

１．左右がほぼ均等になるようにケットの部から 

 順次前方に向けて収穫物を積載してください。 

 

２．ケットがほぼいぱいにならンン転 

 を低にしてから部作ーを作し、 

 ケットをゆくりさせながら作業機の方に位 

 置する運搬車に収穫物をしてください。 

 

 

 
がケットの下にると急に降下し、ケ 

 ガをする事があります。 

 周囲に人を近づけないください。 
 
 

 

 

 

 

 

 
やに降すると、作業機が転倒し、 

 ケガをする事があります。 

 平坦行てください。 

 は行わないください。 

 降は周囲に人を近づけないください。 
 
※危険ですので下記状態にてハイダンプ作業は行わないでください。 

 
     傾斜地での使用         風の強いときの使用   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
   ケットががている、ルに取り付け 

 られーを下げると、ウトリガーがし 

 ます。 

  ケットががているは、ーを下げな 

 いください。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３３３３    作業の仕方作業の仕方作業の仕方作業の仕方 

  注 意 

  取扱い上の注意 

  危 険 

  注 意 
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３．ケットの収穫物を運搬車にし終ら、 

 部作ーを逆方向に作し、ケットが完

に降下し、ウトリガーが完にしてから走

行を始めてください。 

 

 

 
   ウトリガーが完にしないうちに走り出 

 すと、ウトリガーのラケットがに引かか 

 て曲がるなの破損につながります。 

  ウトリガーのを確認してから走行を始め 

 てください。 
 
 

 

 
   フーム部のライド部に収穫物が詰まると 

 ケットの降、ガイドがローラからはずれ 

 り、反転ケットがねじれる等の破損につなが 

 ります。 

   ライド部端に詰ま収穫物を取りいて 

 から作業してください。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  取扱い上の注意 

 

 

  取扱い上の注意 
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１ 作業後の手入れ 

 

長持ちさせるめに、れは必ずしましょう。 

 

 
ンンをとめずに付着物の作業なを行 

 うと、トラクタが不意にき出して思わぬ事故 

 を起こす事があります。 

 ンンをとめ、駐車ーをかけて行て 

 ください。 

ケットをげ状態のまま下、れ 

 をする、ケットが不意に降下し、ケガをす 

 る事があります。 

 棒枕木等降下防をして行てください｡ 
 
 
１． 機に付着している収穫物等は、きれいに取り 

 いてください。 

２．ボルト、ナット、ピン類の緩み、落がないか。 

 又、破損部品がないか確認してください。 

  があれば、ボルトの増し締め、部品の交換を  

 してください。 

３．各部給箇所は「2-3 給箇所一覧表」に基づき 

 給してください。 

 

 

２ トラクタの切り離し 

 
 

 
作業機をトラクタからりす、や 

 まは軟弱な行うと、トラクタが不 

 意にき出し、思わぬ事故を起こす事があります。 

 平坦盤のかい所行てください。 

作業機をトラクタからりす、めをせ 

 ずに行うと、作業機が暴走して思わぬ事故を起 

 こす事があります。 

 りすは、タンドを接させ、作業機の 

 車にめをしてください。 
 
 
１．トラクタのンンをとめ、駐車ーをかけ 

 てください。 

２．作業機の車にめをしてください。 

３．ケットを下限ま下げて、トラクタの部 

 路をロックし、プラ部からりしてください。 

    りしーを束ねて、ーウケにか 

 けてください。 

 

 

 
  プラ部のりしをする、ケットをげ 

 ままりすと、接続するに、プラに力 

 がかかているめ、接続きなくなります。 

 ケットを下限ま下げて、路に残が 

 かからないようにして行てください。 

 
４．作業機のタンドを立て、ヒッがトラクタのけ 

 ん引ヒッから浮きがるまタンドのハンドル 

 をしてください。 

５．ヒッピンの抜けめピンをし、ヒッピンを 

 抜いてください。 

６．トラクタのンンを始し、静かに前進させ、 

 けん引ヒッから作業機のヒッをしてください。 

７．取りしヒッピンは、抜けめピンとともに、 

 保管してください。 

 

 

３ 長期格納する時 

 

１．機各部のをしてください。 

２．摩耗し部品、破損し部品は、交換してくださ 

 い。 

３．「2-3 給箇所一覧表」に基づき、脂を補給して 

 ください。 

４．塗損傷部を補修塗、まは、を塗布し、錆 

 の発生を防いください。 

５．格納はしのい屋に保管してください。 

６．格納所は平坦な所、タイヤにめをかけて 

 保管してください 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４４４４    作業が終わったら作業が終わったら作業が終わったら作業が終わったら 

  注 意 

  注 意  

  取扱い上の注意 
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 子よく作業するめに、期的に行いましょう。 

 機の備不による事故なを未然に防ぐめに、

「備一覧表」に基づき、各部の備を行い、

機を最の状態、心して作業が行るようにし

てください。 

 

 

 

 
 
 

 

 
ンンをとめずに作業すると、第三者の不注 

 意により、不意にケットが降し、思わぬ事 

 故を起こす事があります。 

 ンンをとめて行てください。 

ケットをげて作業する、第三者の不注意 

 により、不意に降下しケガをする事があります。 

 棒枕木等降下防をして行てください｡ 

 

 

 

 

１ 点検整備一覧表 

 

 

時    間 チェック項目 処       置 

新品使用１時間 ボルトナットのゆるみ 増し締め 

使  用  毎 

（始業終業点検） 

 
機の 
 
各部ボルトナットの緩み 
 
各部の給給脂 
 
各部の損傷、部品落 
 
ー接続部からのオイル漏れ 
 
ップリング部からのオイル漏れ 
 
タイヤの空気 
 
イールナットの緩み 
 

 

 

 増締め 

 

「2-3 給箇所一覧表」に基づき給給脂 

 

 部品交換、取り付け 

 

 増し締め、まはシーループの交換 

 

 ップリングの再結、まは部品の交換 

 

「2-1-3 製品本の」に基づき 

 

 ｢2-1-3 製品本の｣ に基づき 

シーズン終了後 

機の 
 
各部ボルトナットの緩み 
 
各部給給脂 
 
配管部からのオイル漏れ 
 
塗損傷 

  

 

 増し締め 

 

「2-3 給箇所一覧表」に基づき給給脂 

 

 増し締め、まはシーループの交換 

 

 塗又は塗布 

 

 

 
  本製品は、トラクタの部を利用して作業 

 する機す。 

   トラクタ関係の（オイルの量は確保さ 

 れているか、オイルが劣化していないか等）も 

 わせて行てください。   

 
 

 

 

５５５５    点検と整備につい点検と整備につい点検と整備につい点検と整備についてててて 

  注 意  

  取扱い上の注意 
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 トラルが発生しら「6-1 不処置一覧表」に基

づきンンをとめてから処置してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
やまは軟弱な行うと、ト 

 ラクタや作業機が不意にき出して思わぬ事故 

 を起こす事があります。 

 平坦盤のかい所行てください。 

ンンをとめずに作業すると、第三者の不注 

 意により不意にケットが降し思わぬ事故を 

 起こす事があります。 

 ンンをとめて行てください。 

ケットをげて作業するは、第三者の不注 

 意により不意に降下しケガをする事があります。 

 棒枕木等降下防をして行てください｡ 

 

 

１ 不調処置一覧表 
 
 

 症    状 原     因 処      置 

接続部の締め込み不足 増し締め 

シーループの劣化 シーループの交換 

ップリング接部が完に接続に

なていない 
再接 

ップリングの規格がていない 同規格のオメのップリングに交換 

油
 
圧
 
配
 
管
 
部
 

オイル漏れ 

ーの損傷 部品の交換 

ップリングが接されていない ップリングを接 

ップリングの規格がていない 同規格のオメのップリングに交換 

ダ
ン
プ
部
 

ンプしない 

トラクタのオイル量が不足している トラクタオイルを補充する 

ップリングが接されていない ップリングを接 

ップリングの規格がていない 同規格のオメのップリングに交換 

筒のパイプが形している 部品交換 
接しない 

シリンに物がかみ込んいる 物を取りく 

プリングの張りが弱い 更にプリングを張る 
戻らない 

トップルの不 部品交換 

トップルの不 部品交換 

ア
 
ウ
 
ト
 
リ
 
ガ
 
ー
 

ケットの転

途中にウトリ

ガーが戻る 

ルの開閉ーおよびプリングの

不 
部品交換 

 

不の原因や処置の仕方がわからないは下記事項とともに購先にご相談ください。 
 
１．製  品  名 

２．部品供給型式（型            式） 

３．製  番 号       

４．故 障  容      （きるだけ詳しく） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６６６６    不調時の対応不調時の対応不調時の対応不調時の対応 

  注 意 
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２ 各部の調整 

 

１．車軸位置の調整 

  本作業機は車軸位置を前にする事がき 

 ます。 

  ハーベタとの連結状態なにより、前に組 

 み替て作業してください。 

  出の車軸の位置は中央部に組み付けてあり 

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．ヒッチ高さの調整 
  本作業機はヒッさを２階にることが 

きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 出のヒッさは520mmす。図の①②の

ラケットを取りすことヒッさを670mmにする

ことがきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．ターンバックルの調整 

 ケットがする際、水平にしない、

下のを行てください。 

ケットの前が下がてする 

  フロントサポートＣＰを支持するターンック     

 ルを締めてください。 

ケットのろが下がてする 

  リヤサポートＣＰを支持するターンックルを  

 締めてください。 
 
 ターンックルは両ともるみなく、均等に張

てください。ターンックルの締めつけトルクは

1000kgf･cmす。終了、ロックナットしか

り固してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




